
登校 授業 研究活動

国内での活動（イ

ンターンシップや

就職活動など）*1

課外活動、課外活動での遠征・試合

（練習試合等も含む）*2
学生寮 通勤 業務 出張*1 学生相談 学内会議

求人、企業説明

対応、学外者対応

0

1

1.5

2

3
分散や時差による

登校*3

対面とオンライン

によるハイブリッ

ド授業*3

活動時間等に制限

を設け実施

やむを得ない業務

を除き、原則オン

ライン対応

原則、オンライン

対応（一定の制限

により入校可）

4
原則、登校不可

（許可を得た学生

のみ登校）

教職員と許可を得

た学生のみ

分散やシールドを

施すなど密集密接

の徹底回避

5
(危機的状況）

原則、全学生登校

不可
原則、教職員のみ 原則、出勤不可

管理業務を除き、

原則、在宅勤務

熊本高専の

対応レベル

学生 教職員

通常通り。ただし、三密（密閉・密集・密接）の回避や新たな生活様式

（こまめな手洗い、マスクの着用、ソーシャルディスタンス、検温などによる体調管理など）を徹底。

公共交通機関利用

者は時差出勤可。

また、申請により

在宅勤務可

原則、オンライン

授業

原則、オンライン

面談

原則、オンライン

とし、対面は人員

等の制限を設定

原則、出張禁止

状況によって帰省

指示、もしくは居

室内待機指示

感染防止対策を踏

まえた業務活動

感染防止対策の徹

底による対面面談

(困難な学生等は

オンライン面談）

熊本県教育委員会からの通知を勘案し、

本校の実情を踏まえて決定。

活動可の場合は以下二点を徹底。

1.活動に応じた感染防止対策の徹底。

2.学外での活動は、原則、保護者の同意

が必要。

対応レベルの設定は、緊急対策室にて行います。対応レベルならびにその内容は、随時更新されます。最新版を御確認ください。

　*1…帰着時に体調不良であった場合は自宅待機しておくこと。海外渡航については、厚生労働省の指針に従う。

　*2…状況によっては対応レベルに拘わらず活動を禁止する場合がある。

　*3…学内で陽性者が発生した場合には、保健所の指示により、クラスもしくは学年ごとの登校不可の指示とともに、オンライン授業への移行もあり得る。

左記と同様

食堂、浴室等の利

用人数の制限

原則、閉寮原則，活動、移動、対外試合禁止

原則、通常登校

原則、対面授業

（困難な学生は遠

隔授業）

活動に応じ、感染

防止対策の徹底

行先や移動、活動

等に応じた感染対

策の徹底

原則、移動による

活動禁止

出先や移動、業務

等に応じた感染対

策の徹底

原則、入校禁止(オ

ンラインのみ対

応）

活動に応じ、感染

防止対策の徹底


